
漁業センサスデータを QGIS で活かす手引き

具体的な分析（1）

有明海の「のり類養殖を営んだ漁業経営体」

の地理的分布
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分析概要と完成イメージ

具体的な分析（1） 有明海の「のり類養殖を営んだ漁業経営体」の地理的分布

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

分析の目的

有明海は福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県の４県
に囲まれた海域です。

北部の柳川市（福岡県）や佐賀市（佐賀県）など
で「のり類」の養殖が盛んです。

2023年漁業センサスの「のり類養殖を営んだ漁
業経営体」データと漁業集落境界データを組み合
わせ、QGISを使って有明海沿岸4県の「のり類
養殖を営んだ漁業経営体」の地理的分布を見える
化します。

有明海の「のり類養殖を営んだ漁業経営体」の地理的分布
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レポートの構成案

具体的な分析（1）

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

① 有明海広域図（市区町村単位）

4県すべての市区町村境界を用いて、有明海沿岸全体の「のり養殖
を営んだ経営体」の分布を表示します。

② 重点地域の拡大図（漁業地区単位）

特に経営体が集中している「福岡県柳川市」「佐賀県佐賀市」
「熊本県熊本市」の3市に焦点を当て、より詳細な「漁業地区」単
位での分布を見える化します。

レポートの構成

本分析のレポートは2種類の地図で構成します。

広域図で有明海全体の傾向を俯瞰し、重点地区の
拡大図で詳細分布を把握します。

特に経営体が集中している「福岡県柳川市」「佐賀県佐賀市」
「熊本県熊本市」の3市に焦点を当て、より詳細な「漁業地区」レ
ベルでの分布を可視化します。
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完成イメージのポイント

具体的な分析（1）

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

色彩設計

経営体数が多いほど濃い色になるグラデーションを使用します。

情報の選別

漁業経営体がいない（「-」）地域や、秘密保護やプライバ
シー保護等の観点から秘匿（「x」）とされている地域は、あ
えて色を塗らず「白」で表示します。

背景の処理

海に面していない内陸の市区町村は「グレー」で塗りつぶすこ
とで、分析の対象が沿岸部であることを強調します。

可視化のデザイン原則

データの意味が直感的に伝わるよう、色・情報の
取捨選択・背景処理の3点を意識して地図を設計
します。
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STEP 1

分析の準備
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データのダウンロード

分析の準備 ①

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ① データのダウンロード(1)

データダウンロードタブ内の2023年漁業センサ
スをクリック

データダウンロード（2023年）ページで、
「3．営んだ漁業種類別経営体数」を開く
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データのダウンロード

分析の準備 ①

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ① データのダウンロード(2)

以下の4県についてExcelファイルをダウンロー
ドします。

・ 福岡県（県コード：40）
・ 佐賀県（県コード：41）
・ 長崎県（県コード：42）
・ 熊本県（県コード：43）
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境界データの取得

分析の準備 ②

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ② 境界データの取得

同じ4県の漁業集落境界データ（市区町村境界お
よび漁業地区境界）をダウンロードし、解凍しま
す。

取得するデータ：
・ 市区町村境界データ
・ 漁業地区境界データ
（各県分、計4県）
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Excelファイルのクレンジング（データ洗浄）

分析の準備 ③

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ③ Excel手順 ③ クレンジング

データには記号が含まれます。Excelの「検索と
置換」でこれらを置き換え、数値計算ができるよ
う整えます。

変換の対象：
・ 「-」（事実がない）→ 0 に置換
・ 「x」（秘匿）→ 空欄に置換
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変換の例 （置換操作の画面）

分析の準備 ③ 続き

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ③ 変換の確認

Excelの「検索と置換」ダイアログで1件ずつ実
施します。

置換後は数値として正しく認識されているか確認
してください。

これにより、QGIS上で「データなし」として正
しく処理されます。
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クレンジング完了後の確認

分析の準備 ③ 続き

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ③ 変換後の状態を確認

置換後は列全体が数値として正しく認識されてい
ることを確認します。

空欄になっているセルは「データなし（秘匿）」
として後の処理で正しく扱われます。

変換後のファイルをQGISで読み込めるように、
CSV形式で保存します。

• CSV（コンマ区切り)(*.csv) で保存した場合
は、QGISで文字コードをShift_JISに設定。

• CSV UTF-8（コンマ区切り)(*.csv) で保存し
た場合は、QGISで文字コードをUTF-8に設定。
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CSVTファイルの作成

分析の準備 ④

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ④ CSVTファイルの作成

QGISでCSVを読み込む際に各列のデータ型を正
しく認識させるため、.csvtファイルを作成しま
す。

メモ帳などで各列に対応する型をカンマ区切りで
記述します。

主なデータ型：
テキスト (String): 名前、住所、分類名など。
整数 (Integer): ID、人口、カウント数など。
実数 (Real): 面積、長さ、緯度経度など小数点
を含む数値。

CSVファイルと同じフォルダに同名の.csvtファ
イルとして保存します。
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QGISへの読み込み ①

分析の準備 ⑤

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ⑤ QGISへの読み込み

QGISを起動し、整形したCSVファイル（のり類
養殖経営体数）をドラッグ＆ドロップで読み込み
ます。

境界データのzipを解凍したフォルダごとドラッ
グ＆ドロップして、市区町村境界レイヤおよび漁
業地区境界レイヤを読み込みます。

画面は、福岡県のデータを読み込んだものです。
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QGISへの読み込み ②

分析の準備 ⑤ 続き

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

レイヤの確認

CSVファイルと境界データが正しく読み込まれて
いるか、レイヤパネルで確認します。

次の手順として、境界データの文字コードを設定
します。
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文字コードの設定 ①

分析の準備 ⑥

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ⑥ 文字コードの設定

漁業集落境界データの属性が文字化けする場合
は、レイヤのプロパティで文字コードを
Shift_JIS に変更します。

レイヤを右クリック
→「プロパティ」
→「ソース」タブ
→ 文字コードを「Shift_JIS」に設定

文字コードを変更後、属性テーブルを開いて市
区町村名等が正しく表示されているか確認しま
す。

文字化けが解消されていれば設定完了です。

15



その他県の処理

分析の準備 ⑥

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ⑦ その他県の処理

佐賀県、長崎県、熊本県も同様に手順③~⑥を実
施します。

4県分のCSVと境界データを同じQGISプロジェ
クトに読み込んでおきます。

これで分析の準備が完了です。
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背景色の設定

分析の準備 ⑦

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ⑧ 背景色の設定

海域を水色、非沿海部をグレーとするため、キャ
ンバスの背景色やベースレイヤーを設定します。

色はレポート作成後の可読性を考慮し、海の色と
データの色が区別できるようにします。

「プロジェクト」→「プロパティ」→「背景色」
で設定します。
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STEP 2

分析手順
（地図による見える化）
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テーブル結合 ①

分析手順（地図による見える化）①

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ① テーブル結合

各県の市区町村境界レイヤと、のり養殖経営体数
データを「市区町村コード」「KEY」など共通の
キーで結合します。

操作手順：
① 境界レイヤをダブルクリック
② 「テーブル結合」を選択
③ 「+」ボタンをクリックします
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テーブル結合 ②

分析手順（地図による見える化）① 続き

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

結合の設定画面

操作手順：
④ 「ベクタ結合を追加」ダイアログで:
・ 結合するレイヤ：CSVレイヤ名
・ 結合基準の属性：KEYコード
・ ターゲット属性：KEYコード
を指定する。
⑤ 結合属性で、海面養殖_のり類養殖にチェッ
クを入れる
⑥ 属性名の接頭辞を分かりやすい名前に設定
⑦「OK」で確定
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結合の確認と最大値のチェック ①

分析手順（地図による見える化）②

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ② 結合の確認

属性テーブルを開き、結合が正常に行われている
か確認します。

確認ポイント：
・海面養殖_のり類養殖の列が追加されているか
・ 数値が正しく入力されているか
・ 空白の箇所はないか
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結合の確認と最大値のチェック ②

分析手順（地図による見える化）② 続き

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ② 最大値の把握

4県の中での最大値（例：佐賀市の377経営体な
ど）を把握しておきます。

この値が「色分け（シンボロジ）」の分類基準に
なります。

最大値のある県（例：佐賀県）を基準に全県のシ
ンボロジを統一します。
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シンボロジの設定 ①

分析手順（地図による見える化）③

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ③ シンボロジの設定（1）

経営体数が最も多い県（例：佐賀県）の境界レイ
ヤでシンボロジを設定します。

操作手順：
① 境界レイヤをダブルクリック
② 「シンボロジ」を選択

★QGISのシンボロジ（レイヤースタイル）は、
データの特徴を地図上で視覚化する機能で、さま
ざまなタイプがあります
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シンボロジの設定 ①

分析手順（地図による見える化）③

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ③ シンボロジの設定 （2）

シンボロジのタイプのプルダウンメニューから「
「連続値による定義（graduated)」を選択しま
す。

設定項目：
・ 値：のり養殖経営体数の列
・ 分類数：5〜7段階
・ モード：丸め間隔
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シンボロジの設定 ②

分析手順（地図による見える化）③ 続き

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ③ シンボロジの設定 （3）

「分類」ボタンをクリックして区分値を自動生成
します。

色は暖色系グラデーションを使用します。カラー
ランプから「Reds」 （ピンク→赤→濃赤）など
を選ぶと視認性の高いグラデーションになります。
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シンボロジの設定 ③

分析手順（地図による見える化）③ 続き

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ③ シンボロジの設定③区分値の調整

区分値は適宜手動で調整し、切りの良い数値に変
更すると読みやすくなります。
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シンボロジの設定 ④ データなし地域の設定

分析手順（地図による見える化）③ 続き

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ③ シンボロジの設定④ データなし地域

データがない地域（秘匿・該当なし）は白色に設
定します。

① 分類を追加
② 値を0.0-0.0にする
③ 塗りつぶしの色を白にする

値なしや空白（NULL）の色を白に設定すること
で、背景の海（水色）と区別できます

海の色とデータの色が同系統にならないよう注意
します。
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シンボロジの設定 ⑤ 完成イメージ

分析手順（地図による見える化）③ 続き

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ③ シンボロジの設定⑤ 完成イメージ

暖色系グラデーションで経営体数が色分けされた
地図が完成します。

・ 濃い色 ＝ 経営体数が多い
・ 白色 ＝ 0または、データなし
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スタイルのコピーと貼りつけ ①

分析手順（地図による見える化）⑦

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ④ スタイルのコピー

佐賀県で設定したシンボロジーの内容を、スタイ
ルとしてコピーします。

操作手順：
① 佐賀県レイヤを右クリック
② 「スタイル」→「スタイルをコピー」
③「シンボロジ」を選択
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スタイルのコピーと貼りつけ ②

分析手順（地図による見える化）⑦続き

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ④ スタイルの貼りつけ

コピーしたシンボロジの内容を、他の３県にスタ
イルとして貼りつけます。

操作手順：
④ 他県のレイヤを右クリック
⑤ 「スタイル」→「スタイルを貼り付け」
⑥「シンボロジ」を選択
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スタイルの修正

分析手順（地図による見える化）⑦ 続き

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順④ 貼り付け後の修正

スタイルを貼りつけただけの状態だとシンボロジ
で選ばれている値が佐賀県のままです。

各県のレイヤについて、シンボロジの「値」フィ
ールドを正しいデータ列に設定し直します。

「適用」→「OK」で確定します。
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マルチパート化 ①

分析手順（地図による見える化）④

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ⑤ マルチパート化

市区町村が離島などで複数の領域に分かれている
場合、ラベルが重複してしまいます。

「ベクタ」→「ジオメトリツール」→「シングル
パートをマルチパートに集約」によって、一つの
市区町村を一つのジオメトリにまとめます。
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マルチパート化 ② ファイルへの保存

分析手順（地図による見える化）④ 続き

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ⑤ マルチパート化スクラッチレイヤーの保存

変換するとスクラッチレイヤー（一時レイヤ）に
なるので、ファイルに保存します。

レイヤを右クリック
→「保存」→「スクラッチレイヤー保存」

ShapefileまたはGeoPackageとして保存。
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非沿海の背景レイヤ

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ⑤ 非沿海の市区町村の色設定

非沿海の市区町村をグレーの背景レイヤにしま
す。

元の市区町村境界データを結合済みレイヤの下
（背面）に配置し、色をグレーに設定します。

これで内陸部がグレーで埋まり、沿岸部だけが
色づくメリハリのある地図になります。

分析手順（地図による見える化）④ 続き
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ラベル設定 ①

分析手順（地図による見える化）⑤

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ⑥ ラベル設定

市区町村名を表示するため、マルチパート化した
レイヤの「ラベル」タブでラベルを設定します。

設定項目：
・ 項目：単一定義
・ 値：市区町村名(CITY_NAME)
・ 文字サイズ・フォント：地図の縮尺に合わせ
て調整
・ バッファ:テキストバッファの描画にチェック
をいれ、色を白に設定（文字が読みやすくなりま
す。）
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ラベル設定 ②

分析手順（地図による見える化）⑤続き

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ⑥ ラベル設定確認

設定後は地図でラベルが正しく表示されているか
確認します。

36



背景レイヤと組み合わせた完成イメージ

分析手順（地図による見える化）⑥

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順⑦ 背景レイヤと組み合わせた完成イメージ

元の市区町村境界データを結合済みレイヤの下
（背面）に配置します。

背景レイヤ（グレー）と組み合わせることで、沿
岸部のデータが際立ちます。

海域を薄い水色にすることで主題図の情報がさら
に際立ちます。
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全体図の完成

分析手順（地図による見える化）⑧

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ⑧ 全体図の完成

他の３県にもラベルを設定して、全体的な位置を
調整します。

4県の地図が揃ったら全体を確認し、凡例・タイ
トルの配置準備に進みます。
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空間ブックマーク

分析手順（地図による見える化）⑨

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ⑨ 空間ブックマーク

空間ブックマークをしておくと、後で同じ画面を
簡単に表示できます。

「表示」→「新規空間ブックマーク」

ブックマーク名を付けて保存します。

レポート作成時に活用します。
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各県の詳細図の完成

分析手順（地図による見える化）⑩

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ⑩ 各県の詳細図

漁業地区の境界線を使って、同様に地区毎の経営
体の分布を作成できます。

この際に、シンボロジの分類は再設定します。

（画像は次に説明する印刷レイアウトを適用して
います。）
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STEP 3

レポート作成手順
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新規印刷レイアウトの作成

レポート作成手順 ①

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ① 印刷レイアウトの作成

QGISのメニューから「プロジェクト」→「新規
印刷レイアウト」を選択します。

レイアウトに名前（例：のり類養殖を営んだ漁業
経営体分布）を付けます。

新しいレイアウト編集画面が開きます。
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地図の配置

レポート作成手順 ②

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ② 地図の配置

レイアウト画面に「地図を追加」ボタンで主題図
を配置します。

操作手順：
① 「地図を追加」をクリック
② ドラッグで配置領域を指定
③ 適切な範囲・縮尺に調整
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テキストレイヤーの配置

レポート作成手順 ③

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ③ テキストの配置

タイトルやデータ出典などのテキストを配置しま
す。

フォントとサイズを整えます。
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凡例の配置

レポート作成手順 ④

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ④ 凡例の配置

「凡例を追加」ボタンでシンボルの説明を配置し
ます。

レイヤ名や値区間が理解できるように並べ替えま
す。

不要なレイヤ名は非表示にし、シンプルで読みや
すい凡例を作成します。
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地図の更新

レポート作成手順 ⑤

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ⑤ 地図の更新

配置後に地図の位置やサイズ等を更新した場合は
地図アイテムを選択して「アイテムプロパティ」
パネルから、「地図の更新」ボタンで反映させま
す。

46



縮尺の設定

レポート作成手順 ⑥

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ⑥ 縮尺の設定

地図のアイテムのプロパティで、 広域図の縮尺
は300,000、拡大図の縮尺は150,000など、
縮尺をキリの良い数値に設定します。
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画像をエクスポート （画像書き出し）

レポート作成手順 ⑦

地域の漁業を見て・知って・活かすDB 利用の手引き |  具体的な分析（1）

手順 ⑦ 画像をエクスポート（画像を書き出し）

完成したレイアウトを「レイアウト」メニューか
ら「画像としてエクスポート」で保存します。

エクスポート設定：
・ 形式：PNG、PDF等
・ 解像度：印刷の場合は300dpi以上を推奨

印刷や報告資料に挿入できる高品質な地図が完成
します。

48


	Slide 1
	Slide 2
	Slide 3
	Slide 4
	Slide 5
	Slide 6
	Slide 7
	Slide 8
	Slide 9
	Slide 10
	Slide 11
	Slide 12
	Slide 13
	Slide 14
	Slide 15
	Slide 16
	Slide 17
	Slide 18
	Slide 19
	Slide 20
	Slide 21
	Slide 22
	Slide 23
	Slide 24
	Slide 25
	Slide 26
	Slide 27
	Slide 28
	Slide 29
	Slide 30
	Slide 31
	Slide 32
	Slide 33
	Slide 34
	Slide 35
	Slide 36
	Slide 37
	Slide 38
	Slide 39
	Slide 40
	Slide 41
	Slide 42
	Slide 43
	Slide 44
	Slide 45
	Slide 46
	Slide 47
	Slide 48

